
校内研究の推進・充実講座
（校内研究を充実させるために重要なこと）

校内研究の進め方・まとめ方

佐賀県教育センター



研究･･･よく調べ考えて真理をきわめること
（広辞苑より）

はじめに

なぜ校内研究を行うの？

１

義務的側面･･･
教師の研修に対する努力義務が法的にも明らかになっており、学校づく

りにおける研究・研修の位置付けが明記されている

社会的側面･･･
児童生徒が抱える問題を理解し、適切に対応するためには、教師の指導

力の向上、様々な情報収集、適切な判断が必要になる

使命的側面･･･
教育の理想の実現に向けて、個々の教師が研さんを積み、資質・能力を

向上させるためには、研究・研修は欠かせない



校内研究の目的とメリット

２

育てたい児童生徒像を明確にし、それに対して教師がどの
ような実践的な力量を付ければよいのかを研究し、その成
果を日々の教育活動に生かすこと。

目的

○ 各学校が抱えている課題の解決に役立つ

○ 各学校の教育活動を活性化することができる

○ 研究成果を日常の指導に反映させることができる

○ 教師集団のまとまりが出る

○ 教師の指導力が高まる

○ 児童生徒の変容を見る視点を増やすことができる

○ 教育研究の方法を習得できる など

メリット



日常化
○日常の教育活動を見つめた
研究・研修を目指す

○毎日の学習指導や生徒指導
に直結させる

継続化
○実践と理論を積み重ねる
○研究の成果を毎日の実践につな
げる

実践化
○理論と実践をつなげる
○児童生徒を意識する
○一般化できる実践を目指す

○他者の実践から謙虚に学び合う
姿勢をもつ

○問題提起し合う機会をつくる
○研究組織の活性化を図る

協働化

校内研究における大切な視点

３



日常化

継続化

実践化

協働化

＋
・研究授業、授業研究会
の回数や内容の見直し

・研究紀要、各報告書、
まとめなどの資料作成
の在り方の検討

など

効率化

校内研究における大切な視点

４



校内研究を企画・運営(マネジメント)する

○ 研究主題設定の準備

○ 研究組織の構成案作成

○ 研究計画案作成

○ 研究資料の収集や効果的な資料提供

○ 研究会や研究授業の運営

○ 研究紀要の編集（効果的な「まとめ」の工夫）

など

研究主任の役割
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○「 プランナー 」としての役割

校内研究の方向性を示し、目的や意義の共有化を図る

○「ファシリテーター」としての役割

連絡・調整を行い、校内研究の活性化を図る

○「 メンター 」としての役割

教師をサポートし、育成する

６

研究主任の役割



○ 研究の目的や意義の共通理解を図る

○ 一人一人が研究の一端を担う組織づくりに努める

○ 効率的・効果的な研究の企画・運営を目指す

○ 教師がやりがいを感じるように具体的な提案をする

○ 研究推進委員会の会議内容の広報をする

○ 報告、連絡、相談の意識を強くもつ

○ 多様な観点から情報収集を行う

○ 外部からの刺激を取り入れる

○ 今後に生かすために共有できる資料を保存する

など

研究主任が心掛けること

７
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児童生徒の実態
佐賀県または本校

「学習状況調査」
「日頃の実践の中での

調査や見取り」 など

教師の実態
実践経験を基にした

成果と課題

「これまでの成功体験」
「これまでの失敗体験」 など

予備調査

外からの要請
教育的課題として解決が求められるもの

「学習指導要領」 「佐賀県教育施策実施計画」 など

９

円が重なる部分の
研究になることが

望ましい



研究主題・研究目標・研究の仮説

各学年 各教科・領域
における児童生徒の目指す姿

研究主題

研究目標

研究の仮説

10

徐々に具体的に
していく



研究主題に含まれる３つの要素

○ 研究の目的(目指す姿) 「～を目指す」「～を育てる」 など

○ 研究の内容(対象の領域・分野)「～における」「～の研究」 など

○ 研究の方法(手立て) 「～を通して」「～による」 など
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例：小学校国語科

小学校国語科における指導事項の有用性の実感と、手引きによる

書く力の育成



研究目標に含まれる３つの要素

(主題を具体化)

○ 研究の目的(目指す姿) 「～のために」「～を育てる」など

○ 研究の内容(対象の領域・分野)「～において」「～の在り方」など

○ 研究の方法(手立て) 「～を通して」「～の工夫を行い～」

など

12

例：小学校国語科

「書くこと」の領域において、自分が伝えたいことを適切に書き表

すことのできる児童を育成するために、指導事項を習得させる指導

の在り方を探る。



研究の目的で意識すべきこと

目標に示されている「目指す児童
生徒の姿」の具体を共有する

「主体的な学び」

「確かな学力」

「心豊かに」 など

例

○ 検証方法の具体化

○ 発達の段階での系統化

○ 研究方法（手立て）の具体化と多様化
13

具体的な姿のイメージが
明らかになれば･･･

これらの言葉のみで、具体的な姿の
イメージを共有することは厳しい
具体を明らかにしておくことが重要



研究の仮説は、研究の見通し、予測
ある程度客観性をもつ、結果についての仮の判断
(検証計画の内容や方向性が定まる＝仮説が研究を左右する ともいえる)

研究の仮説の設定

14

研究の仮説に含まれる３つの要素(研究の見通し、予測)
○ 期待される姿・結果 「～なるであろう」など

○ 研究の場・対象・範囲・内容 「～において」など

○ 研究の方法・手立て 「～すれば」など

例：小学校国語科

中学年の「書くこと」の領域における学習過程の「構成の検討」段階で指導事項の有用

性を実感させ、「考えの形成、記述」から「推敲」に至る過程において指導事項やその

用例を取り入れたモデル文を手引きとして児童が見返すことができるようにすれば、自

分が伝えたいことについて、相手や目的を意識して構成や文末表現を工夫して書き表す

ことができるだろう。



○ いつどのような手立てを講じるのか

→目標または仮説を基に、具体的に考える

○ いつどのような方法でデータを収集するか

→検証計画を基に、具体的に考える

○ 児童生徒のための研究になっているか

→児童生徒に、過度の負担をかけない

→児童生徒が、手立てに対して有用感をもつことができるようにする

○ 活動は、普遍性のあるものになっているか

→自分しかできない(他の誰かはできない)ものにならないようにする

→複雑な手順を踏む(他の誰かは再現しづらい)ものにならないようにする

実践を行う上での留意点
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○ 少人数の集団協議の場を設定する

（ワークショップ型など）

○ 目的に応じて様々な形を試す

（いくつか組み合わせることも有）

○ ファシリテーターの役割を共有する

※ファシリテーター

発言や参加を促したり、話の流れを整理したり、参加者の認識の

一致を確認したりして、相互理解や合意形成、課題解決、アイデア

出し等を支援促進する役割を担う人

校内研究の深め方
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○ 協議の内容、過程を可視化（視覚化）できる

○ 参加者の会話量が増える

○ 参加者の心理的距離が近くなる

○ 参加者が当事者意識をもつことにつながる

○ 次につながるキーワードが見付かる

○ 焦点化された協議ができる

など

ワークショップ型研修のメリット
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「指導案拡大法」
【目的】学習過程の相互関係を明確にする

その場で互いの意見を把握することができ、研究授業を参観しながら、授

業展開に従って、教師や児童生徒の活動に応じた細やかな分析をすること

ができる方法

ワークショップ型研修の方法例①

イメージ図
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「ＫＪ法」
【目的】課題の分類や分析を行う

様々なアイデアを出し合い、それを整理し、相互に関連付けていくことにより、

それまで思い付かなかったような新たな発見を引き出そうとする方法

ワークショップ型研修の方法例②
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イメージ図



研究のまとめ

まとめの内容

○ 何を明らかにしようとしたのか

○ どのような方法を講じたのか

○ 目標に迫れたのか

○ どのようなことが分かったのか

○ どのような課題が残ったのか

成果と課題を明らかにし、価値を確認

研究主題に挙げた目指す児童生徒像につながったか

手立て投入後の児童生徒の姿が、期待される結果になったか

期待する児童生徒の姿は客観的に評価できるか

などの視点が重要
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「研究の仮説」の「期待される効果」を検証する

「研究目標」の「達成状況」を検証する

「研究の成果と課題」を明らかにする

「研究目標」の内容・方法で行った実践

「研究の仮説」の内容で手立てを講じた実践

実践の記録
実践により収集した資料
実践前後に調査した資料

などの分析・考察

左記の
一連の
手順を
説明
(文章化)
する

研究のまとめの流れ
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○ 授業研究会の記録

○ 授業の動画・写真

○ 授業記録（全体の様子、抽出児童生徒）

○ 調査（アンケート、学習状況調査、

ＣＲＴ、評価問題など）

○ 面接・対話の記録

○ 作品分析の記録 など

必要なデータの計画的な収集
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手立てに効果が見られたのかを検証し、
目標が達成されたかどうかを判断するには

判断する目安（指標）が必要

○ 目指す児童生徒像が具体的に設定されているか

○ 身に付けさせたい力が具体的になっているか

データの分析・考察
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判断の目安を設定するために



○ 質的・量的に分析・考察する

○ 事実と解釈を明確に分ける

○ 肯定する事実のみで考察しない

○ 仮説の手立てと効果についてのみ示す

○ 単なる集計ではなく、分析（要素の抽出）

を行う

など

分析・考察のポイント
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抽出生徒の
プロフィール

例

抽出生徒の
記述の変容とその分析

抽出生徒の
記述の変容

個人の変容を示す(事前と事後の比較)
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評価

判定
基準

個人の評価を全体で示す

例

26



n
全体数

例

27

集団の変容を示す(事前と事後の比較)



どのような手立てが効果的であることが

分かったかについて述べる

研究の成果をまとめるときのポイント

①…の面では、…するために、…したことが有効であった。

②…を育てるためには、…が効果的であることが明らかになった。

③…の在り方として、次のことが大切であることが明らかになった。

…ように、…し、…を行うこと。

…の場では、…させること。

例

成果に書いてあることの根拠が、どこに示されているか
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研究の課題をまとめるときのポイント

実践の中で不十分だった点を問題点

として取り出す

更に高めたい点を課題として取り出す

①…の面では、…の際、…であった。…際には、…していく必要

があると考える。 【問題点型】

②本研究で指導の中核とした…は…であった。今後は、もっと

…ような有効な手立ての開発を図りたい。 【発展型】

例

課題に書いてあることの根拠が、どこに示されているか
29



さいごに

特に意識してほしいこと

〇 教師全員で、児童生徒の実態を分析・考察する

〇 考察した結果を基に、研究主任、研究推進委員会で

「研究の概要（案）」を作成する

〇 教師全員で、「研究の概要」の内容を検討する

「研究の概要」の作成を通して、教師全員のベクトルを同じ方向に向ける

ＰＤＣＡサイクルを意識して
全員で取り組みましょう
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